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　この「はすだっこ人権通信」は、毎月何人かの教員が、

人権・同和教育に関する情報や、個人の思い・つぶやきな

どを発信します。読んだ方の人権意識の高まりや、新たな

発見があればと思います。ぜひ、ご家庭でお子さんと一緒

にご覧いただき話題にしてみてください。また、ご意見・

ご感想等があれば右記フォームまでお寄せいただけると喜

びます！
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　「好きを大切に」
　私は、幼いころはかっこいい物が好きだったり男の子と戦いごっこをするのが楽しいと感じたりする少女でした。女の子
が好きそうな遊びはどちらかというと苦手…でした。ところが、大人になった今は、可愛いものが大大大好きで、キラキラ
しているものには特に目を惹かれます。どうしてここまで変わってしまったのか、自分でも分かりませんが、日々自分の中
での「好き」はいろいろな方向に広がっているなと感じます。もちろん今でも、飛行機やかっこいい車を見ると嬉しくなっ
たりテレビで○○ライダーなどがやっていると自然と見たりしています。
　好きなことは、自分の心を元気にしてくれたり、明日を頑張るための力をくれたりします。人それぞれ「好き」は違うと
思いますが、その人が毎日を元気に過ごせる「大切なもの」だと思います。周りの人の「好き」を否定的に捉えるのではな
く、自然に受け入れてあげられるといいですね。自分の「好き」も周りの人の「好き」も大切にしていきましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中田　陽南子「ヤバい、エグいは危険!?　注目される感情リテラシー」
　4月16日にクローズアップ現代（NHK)）で放送されました。短語（短い言葉）を多用する人は、その短語のみで多くの意
味を表現するため、感情を表す語彙の持ち合わせが少なくなりがちですが、そのことと、校内暴力、闇バイトなどには因果
関係があるのではないかとのことでした。ヤバッ、エグッ、マジッ、うざっ。このような短語しか知らないとしたら、確か
に、自分の気持ちを丁寧に表現することはできませんし、多分、自分の気持ちを理解することもできません。そのような状
態では当然他者の気持ちを受け止めることもできないでしょう。人間は豊かな言葉を持つことによって豊かな社会を築いて
きました。言葉の種類が少なくなり、しかも短くなれば、極端な感情しか表せなくなります。言葉を単純化していくことは
社会を痩せ細らせていくことに繋がります。
　子供たちが日々見聞きするテレビ番組、ネット動画、ビデオゲームなどでは、短く単純で激しい言葉が飛び交っていま
す。子供たちはそれらの言葉を手本として自分の感情、考えを表現します。それらを遮断するのはおそらく不可能ですし意
味がありません。それらの言葉も、日本語の中に確かに存在しているのですから。
　子供たちは自分を取り巻くすべての環境から情報を取り入れ、自己を確立していきます。中でも、生身の人間同士のふれ
あいは大きな影響力を持っています。だから、子供を取り巻く大人である教師や家族の役割が大切になります。私たちが、
短語を圧倒する豊かな言葉で子供たちを包むことで、子供たちに感情のグラデーションを豊かに表現できる力を持たせられ
ると思うのです。それが、豊かな社会を持続させる鍵となるのではないか、などと考えています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内藤　満久
「交通指導員さんの姿から」
　朝の横断歩道で出会う交通指導員さん。登校する子どもたちの安全を見守り、付近を通行するドライバーにも必ず一礼し
てくださいます。そんな姿に、私も自然と会釈を返すようになりました。言葉もない、たった一瞬のやりとりですが、不思
議と心が温かくなります。そして、日々の忙しさに流されず、小さな気配りや感謝を伝えることの大切さに改めて気づかさ
れました。
　小さな思いやりが誰かを支え、その人の優しさがまた別の誰かへ届いていく。そんなふうに、優しさは人から人へゆっく
りと広がっていくものなのかもしれません。私も日々の生活の中で、自分にできることを言葉や行動で表していきたいと思
います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新宮　千春


